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11月12日（水）、秋

田県教育庁南教育事

務所雄勝出張所の高

橋指導主事をお迎え

して、道徳の授業研

究会を行いました。

今回は、１年生の「か

ぼちゃのつる」の授業が行われました。周りの迷惑な

ど考えず、そして注意もきかずに道路や他の畑までど

んどんつるを伸ばしていったかぼちゃが、トラックに

踏まれてつるが切れてしまうというお話でした。子ど

もたちは、自分の畑を飛び出してつるをのばしていく

かぼちゃ、つるが切れたかぼちゃなど、かぼちゃの姿

に感情移入しながらその気

持ちを考えていました。ペ

ープサートを使ってかぼち

ゃになりきって自分の言葉

で話したり、「こころメータ

ー」を使ってその揺れる気持ちを表したりしながら、

素直に自分の考えを表現し、交流しました。また最後

に、これからかぼちゃがどんなことに気をつければよ

いかをアドバイスすることで、自分がこれからどう行

動すればよいかを考えました。時間いっぱい集中して

臨み、心を動かしながら真剣に考える子どもたちの姿

に感心するとともに、その素直な思いに心がほっとさ

せられた１時間でした。

道徳は、平成27年にそれまでの「道徳の時間」から

「特別な教科道徳」となり、答えが一つではない道徳

的な課題を子どもたち一人一人が「自分だったらどう

するか」「どうありたいか」など自分事として捉え向

き合う「考え、議論する道徳」への転換が図られまし

た。道徳教育は、「特別な教科道徳」を要とし、教育

活動全体で行われていくものとされています。本校の

木刀振りで唱和する『心得』もまた、子どもたちの道

徳性を養う上で大きな役割を果たしています。『心得』

の４つについて、どんな場面

でどう行動することが大切な

のかを考えさせながら、『心

得』を実践できる子どもを引

き続き目指していきます。

11月15日（土）、大曲仙北小学校交流演奏会が協和

体育館で行われました。本校器楽部も 内小友小学校

との合同バンドで参加しました。この演奏会には、本

校も含め、15団体が参加しました。互いの演奏を楽し

みながら聴き、その中で自然と手拍子が出たり、かけ

声が出たりと和やかな雰囲気の演奏会でした。本校合

同バンドの「ultra soul」の演奏では、元気な合いの

手「ヘイ！」が入り、会場も盛り上がりました。演奏

していた子どもたちも予想しなかった反応に驚き、そ

して喜んでいました。今年度は、内小友小学校の仲間

５人と一緒に総勢10人で演奏を頑張ってきました。実

際に集まっての練習は数回でしたが、お互いによい刺

激となり、普段の練習にも一層の力が入りました。ま

た、大勢で演奏することの楽しさも味わうこともでき

ました。

今年度の大きな演奏会を終え、器楽部のみなさんは、

次の目標12月19日（金）に校内で行われるクリスマス

コンサートに向けての練習を頑張っています。音楽室

からは、明るいクリスマスソングが聞こえてきます。

全校の子どもたちが楽しみにしています。

今週は初雪が降り、

いよいよ冬の到来

です。これまでの
「ほけんだより」でもお知らせしてきましたが、

大仙市内でインフルエンザの流行による学級閉

鎖、学校閉鎖などをしている学校が増えてきてい

ます。本校では、現時点でのインフルエンザ罹患

者はおりませんが、油断することなく予防に努め

ていきたいと思います。うがいや手洗い、十分な

休養（睡眠時間の確保）とバランスのとれた食事

等、ご家庭でもどうかよろしくお願いいたします。


